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り、とくに 30～ 40歳代では 4割以上、20歳代では半数以上が「積極的に関わるべき」
だとしている（多田　2006）。
　若い世代の父親たちに限定しても、育児の参加志向は非常に強い。30～ 40歳代の父親
を対象に 1997年と 2001年に横浜市と東京都でおこなわれた 2つの調査（矢澤他　
2003）のいずれでも、「父親は育児と仕事に同じように関わるほうがいい」と答えた者が
7割を超えている。
　ここで注目すべきは、若い女性の志向として述べた「幸福な家庭」志向を、一定の割合
の男性たちが自らで志向している点である。もちろん、男性たちの強い育児志向は、全体
としてみると、必ずしも実際の行動に反映されているわけではないだろう。
　しかし、世間ではそうでも、保育の現場ではどうか。男性保育士は女性保育士と同様の
仕事をする一方で、「男性向け」の仕事が加算される傾向にあることを先述した。以下は
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先に紹介した男性保育者の座談の一意見である。
　田中　……周囲の期待として、男性的なものを求められたり、あるいは女性的なものを
求められたり、いわば仕事以前の障壁が、やっぱりあるんですね。（全国男性保育士連絡会
事務局　1997：25）　
　男性的・女性的という概念が個人によって幅や差異があるのは当然のことだが、男性保
育士の職務は、いままでみてきた父親論の傾向でいくと、男性が仕事と育児を両立させる
「幸福な家庭」志向の流れの中にあるようにみえる。若い男性の多くが、「仕事と家庭の両
立する」「家庭を重視する」という考え方が一般的になっている中、男性たちが多くを受
けいれることをいとわなくなり、男性保育士の職務上のこのような傾向に反映されたので
はないかと推測される。
Ⅵ　おわりに
　本稿は、世間に流布している父親論と男性保育士が求められる役割の連関について論じ
てきた。ここでは、子どもの社会化を教育するものとしての父性の持ち主―父親のあり
方、子どもの世話をするものとしての父親がどう議論されてきたかを俯瞰し、男性保育士
に当てはめて考察をした。その結果、世間の父親論の流れの中で、男性保育士もまた深く
影響されていることが明らかになった。先述したように、若い世代の男性保育士は「幸福
な家庭」志向のような職務の加算をいとわない傾向にあると思われるが、それもいずれか
わってくるのではないかと思われる。
　中田奈月の論文（2004）で、3人の世代の異なる男性保育者を調査対象とし、彼らの
「保育者」に対する定義に 3段階あることをみいだした。それは、若い世代の第 1段階で
は、彼らは自らを保育所の父と定義し「身体を使う」保育をする。第 2段階で、ある程
度経験を積んだ男性は、ジェンダーの偏りを是正する者として男性の視点を取り入れよう
とする。そして保育歴 19年目の男性は、子どもの発達を促すものとしての保育者と定義
する。（データとして対象人数が少なすぎるが）この仮説が妥当だとすると、男性保育士の
参入により、いまだに女性職としての認識が強い保育という職業がいずれ、大きな概念変
更がありうると予測される。それは、また育児に対する新たな「父親」論として世間へと
逆流する可能性も秘めているのである。
付記：本研究は平成 19年度岡野研究奨励補助金によるものである。感謝しここに付記す
る。
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1　ここで注意しておかなければいけないのは、林も正高もゴリラなどの高等類人猿研究
の成果を基盤に論を展開しているが、その妥当性については本論ではあえて問わない。
2　もう一つ父性を男性に背負わせる議論において重要なものは、伝統行事やキャンプな
どを通じて子どもとどう付き合うか、遊ぶかといった内容の父親への育児指南書がある
（たとえば岸本　1994）。こちらは「ハレ」の場面における父子関係を重要視する。日
常的なことに多く関わる母親と、役割を明瞭に区別しつつ、人生や生活の節目に父親の
役割をこなすことを強調するものがある。これらも保育所や幼稚園における四季折々の
行事において、司会者やリーダーとして男性保育士が重用されたりすることと関連して
いるのではないだろうか。
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